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１．よく教科書に掲載されている実験方法 

 

⇒ばねばかりを手で一定に引っ張る必要があるので、誤差が大きくなりやすい。 

２．実践方法 

手で引っ張って部分に滑車を設置し、おもりと糸を使って台車に力を加えた。ばねばかりも台車と一緒に移動するの

で、ばねばかりの値は目視では見切れない可能性も考え、スマホでばねばかりの様子を動画で撮影させて、力の大き

さを測定した。班ごとで、大、中、小のおもりを用いたときの台車の運動を記録タイマーで測定し、物体の速度と時間

のグラフ（𝑣 − 𝑡グラフ）と物体の加速度と加えた力のグラフを作成した。また、１班〜３班ごとで台車に本を乗せる

ことで質量を変えて実験を行い、全班の結果から、物体の加速度と質量のグラフを作成した。 

 



３．結果 

物体に加えた力を正確に定めることができたことで、「物体の加速度と加えた力の大きさのグラフ」と「物体の加速度

と質量のグラフ」を明確に作成することができた。 

○生徒が作成したグラフ 

・台車の加速度と加えた力のグラフ 

 

 

・物体の加速度と質量のグラフ 
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